
QOL向上セミナー
よみうり健康管理塾

磨こうＱＯＬ、延ばそう “ 健康寿命 ”

第１回

〈
脳
梗
塞
〉

〈
心
房
細
動
〉

脳
卒
中

あ
な
た
は
ま
だ
そ
の
原
因
に

気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
か
も

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
生
活
習

慣
病
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
近
年
、
脳

卒
中
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま

す
。
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
破
れ

た
り
し
て
急
に
倒
れ
て
意
識
が
な

く
な
り
、
半
身
ま
ひ
や
ろ
れ
つ
が
回
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ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
発
作
が
起

き
、
要
介
護
状
態
に
な
る
要
因
と
し

て
最
も
多
い
病
気
で
す
。

　

脳
卒
中
に
は
脳
の
血
管
が
詰
ま

る
「
脳

塞
」
と
、
脳
の
血
管
が
破

れ
る
「
脳
出
血
」、
脳
の
表
面
に
出

血
を
き
た
す
「
く
も
膜
下
出
血
」
の

３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
脳
卒
中
の
約
75
％
を
占
め
る
脳

塞
は
、
脳
動
脈
が
詰
ま
る
原
因
や

詰
ま
り
方
に
よ
っ
て
大
き
く

３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
脳
の

や
や
太
い
血
管
が
動
脈
硬
化

に
よ
っ
て
血
流
が
途
絶
え
た

り
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
で
き

た
血
栓
（
血
液
の
塊
）
が
血
管

を
詰
ま
ら
せ
た
り
す
る
「
ア
テ

ロ
ー
ム
血
栓
性
脳

塞
」、
脳

の
深
部
の
細
い
動
脈
が
詰

ま
っ
て
起
こ
る
「
ラ
ク
ナ

塞
」、
そ
し
て
心
臓
病
が
原
因

で
脳
の
動
脈
が
詰
ま
る
「
心
原
性
脳

塞
栓
症
」
で
す
。

　

脳

塞
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
発

症
比
率
は
同
程
度
で
す
が
、
寝
た
き

り
に
な
る
な
ど
最
も
身
体
の
障
害

を
残
し
や
す
い
の
が
心
原
性
脳
塞

栓
症
で
す
。
こ
の

病
気
は
心
臓
に
で

き
た
血
栓
が
血
流

に
乗
っ
て
脳
動
脈

に
流
れ
込
み
、
比

較
的
太
い
血
管
で

い
き
な
り
詰
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

症
状
は
突
然
起
こ

り
、
し
か
も
重
症

と
な
り
ま
す
。
他

の
病
型
に
比
べ
て

脳
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

が
急
激
か
つ
広
範

囲
に
及
ぶ
の
が
こ

の
心
原
性
脳
塞
栓
症
の
特
徴
で
あ

り
、
１
回
の
発
作
で
要
介
護
や
死
亡

に
至
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
高
齢
化
と
と
も
に
患
者
数

が
増
え
て
い
る
う
え
、
治
療
し
て
も

10
年
以
内
に
再
発
し
て
し
ま
う
人

が
75
％
以
上
と
多
く
、
さ
ら
な
る
介

護
状
態
の
悪
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。

　

心
臓
に
血
栓
が
で
き
る
原
因
の

大
半
は
高
齢
者
に
よ
く
見
ら
れ
る

不
整
脈
の
一
種
、「
心
房
細
動
」で
す
。

心
房
が
細
か
く
震
え
る
よ
う
に
動

き
、
脈
の
規
則
正
し
さ
が
失
わ
れ

て
リ
ズ
ム
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
血
液
の
流
れ
が

心
房
の
中
で
滞
り
、
血
栓
が
で
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
血
栓
の
大
き

さ
は
数
㍉
か
ら
数
㌢
に
及
ぶ
も
の

ま
で
様
々
で
、
そ
の
血
栓
が
何
か

の
拍
子
に
心
房
の
壁
か
ら
は
が
れ
、

血
流
に
乗
っ
て
心
臓
か
ら
脳
の
血

管
に
流
れ
込
ん
で
詰
ま
っ
て
し

5月25～31日は「脳卒中週間」

　本日からは「脳卒中週間」。一般に「脳卒中は冬に多い」というイメージがありま
すが、実は脳卒中の大部分を占める脳梗塞の発症は６～８月に増加することが明ら
かになっています。脳卒中は日本人の死因第４位。その８割近くを占める「脳梗塞」
は要介護状態になるリスクが高く、その３割は心臓に原因がある「心原性脳塞栓症」
で、突然起こり、重症化しやすく、死亡率も高い病気です。そこで、地域の患者デー
タを独自に収集・分析し、患者を減らすプロジェクトに取り組んでいる専門家に、こ
れらの病気のメカニズムや予防法について、お話を聞きました。

寝
た
き
り
に
な
る

リ
ス
ク
が
高
い

不
整
脈
の
一
種

「
心
房
細
動
」
が
原
因

脳卒中に関する知識を広め、一般市民の理解を高めるこ
とを目的に、日本脳卒中協会が2002年に制定。※「脳卒中週間」（5月25～31日）……

ま
っ
た
場
合
、
心
原
性
脳
塞
栓
症

を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

　

心
房
細
動
が
起
こ
る
原
因
で
す

が
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
背
景
と
す
る
も
の
が

大
部
分
で
す
。
加
齢
と
と
も
に
増

加
し
、
心
臓
の
老
化
現
象
と
も
言

え
ま
す
。
日
本
の
心
房
細
動
患
者

は
約
80
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
（
２
０
１
０
年
）、
総
人
口
当
た

り
で
０
・
６
〜
０
・
８
％
、
70
歳
以

上
の
高
齢
者
で
は
２
〜
３
％
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
高

齢
化
す
る
２
０
３
０
年
に
は
１
０

０
万
人
を
突
破
す
る
と
推
計
さ
れ

る
中
、
要
介
護
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
心
原
性
脳
塞
栓
症
の
発
症
を

い
か
に
予
防
し
、
再
発
を
防
ぐ
か

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
１
１
年

か
ら
心
房
細
動
患
者
の
情
報
を
登

録
す
る
取
り
組
み
「
伏
見
心
房
細

動
患
者
登
録
研
究
（
伏
見
Ａ
Ｆ
レ

ジ
ス
ト
リ
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
登
録
患
者
数
は
伏
見
区
人

口
の
１
・
３
％
を
超
え
て
お
り
、
高

齢
者
で
は
５
％
を
超
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
全
国
的
に
み
て
も
従
来

の
報
告
以
上
に
患
者
数
は
多
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

心
房
細
動
の
自
覚
症
状
は
動
悸

や
息
切
れ
、
ふ
ら
つ
き
、
胸
痛
、
胸

の
違
和
感
な
ど
様
々
で
す
が
、
無

症
状
の
人
も
か
な
り
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
心
房
細
動
に
は
時
々

起
こ
る
「
発
作
性
」、
ず
っ
と
出
っ

ぱ
な
し
の
「
持
続
性
」「
永
続
性
」

が
あ
り
、
後
者
２
つ
は
心
電
図
を

取
れ
ば
す
ぐ
に
診
断
が
つ
き
ま
す

〝
予
防
に
勝
る
対
策
な
し
〞

が
、「
発
作
性
」
は
な
か
な
か
発
見

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最

近
は
不
整
脈
検
知
機
能
付
き
の
自

動
血
圧
計
が
出
て
き
ま
し
た
の
で
、

ご
自
身
の
毎
日
の
健
康
管
理
の
中

で
見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

心
原
性
脳
塞
栓
症
を
起
こ
す
リ

ス
ク
は
、
自
覚
症
状
の
有
無
や
、

発
作
性
・
持
続
性
の
種
類
に
よ
っ

て
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

心
房
細
動
を
持
っ
て
い
る
人
は
心

原
性
脳
塞
栓
症
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
予
防
の
た
め

に
は
、
心
臓
の
中
で
血
栓
が
で
き

な
い
よ
う
に
血
液
を
固
ま
り
に
く

く
す
る
「
抗
凝
固
薬
」
の
服
用
が
一

般
的
で
す
。

　

脳

塞
は
何
の
予
兆
も
な
く
あ

る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て

〈脳 塞の３つのタイプ〉

参考)日本循環器病研究センターHP

目時典文ら: 最新医学2009；64：1664-1669

脳

塞

心臓にできた大きな血栓が脳に流れ、
脳の太い血管を詰まらせる。

脳のやや太い動脈が狭くなり、
そこに血栓が付着して血管が詰まる。

脳の細い動脈が狭くなり、
血管が詰まる。

ラクナ 塞

心原性脳塞栓症

寝
た
き
り
な
ど
重
介
護
に
な
る
と

患
者
さ
ん
本
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の

質
）
が
著
し
く
低
下
す
る
ば
か
り

か
、
介
護
す
る
ご
家
族
の
心
身
及

び
経
済
的
な
負
担
も
非
常
に
大
き

く
な
り
ま
す
。
早
期
受
診
と
不
整

脈
が
心
房
細
動
で
あ
る
か
ど
う
か

の
見
極
め
、
そ
し
て
専
門
医
の
指

導
の
も
と
で
の
抗
凝
固
薬
の
適
切

な
服
用
が
心
原
性
脳
塞
栓
症
の
大

き
な
予
防
策
と
な
る
の
で
す
。

      （
取
材
協
力
・
バ
イ
エ
ル
薬
品
）

このような症状が表れたら
すぐ救急車を！
治療は一刻を争います！

こんな症状が出たら脳卒中かも

赤
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療
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循
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※次回は２７日（火）朝刊に掲載予定。

アテローム血栓性脳 塞

①片方の手足・顔半分のまひ・しびれが起こる
 （手足のみ、顔のみの場合もある）

②ろれつが回らない、言葉が出ない、
　他人の言うことが理解できない

③力はあるのに立てない、歩けない、フラフラする

④片方の目が見えない、物が二つに見える、
　視野の半分が欠ける

⑤経験したことのない激しい頭痛がする

大

小

中

ど
う
き

stro
k
e

〈脳卒中の大部分は脳 塞〉

脳卒中患者の10人中6人は脳 塞です

心原性脳塞栓症の患者さんの6割は、
介助が必要になったり、寝たきりになったりします

厚生労働省「平成23年（2011）人口動態統計」から

脳 塞
59％

脳出血
28％

くも膜下出血
11％

その他
2％


